
令和  ３ 年度 生田高等学校学校 年間指導計画 

教科・科目 地理歴史・世界史特講 
学年 3 

教
科
書 

 
 

副
教
材 

自主作成教材 
単位数 3 

 

学
習
目
標 

１学年における世界史Ａの学習を踏まえて、近・現代史を中心とした世界史の基本的な知識・流れを身
につけ、日本及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と認識を深める。
国際社会の中で生きる平和で民主的な国家・社会を形成する日本人として、歴史的事実や背景を考察に
入れ、公正に判断できる力を養う。 

学
習
方
法 

板書、プリント、年表などを使用して、講義形式の授業を中心に学習を展開する。地理的条件や日本の
歴史と関連付ける資料集などを活用し、より詳しく調べ、発表を行う。受験に向けた問題演習を行い、
より理解を深めながら知識や考え方についての発展を図る。 

学
習
評
価 

 
 評価の観点 科目の評価の観点の趣旨  

ａ 感心・意欲・態度 世界史の大きな流れに対する関心と意識を高め、意欲的に追及するとともに、国際社会に
主体的に生きる国家・社会の一員としての責任を果たそうとする態度を養成する。 

b 思考・判断・表現 各時代の特徴や文化の多様性、現代の世界の諸課題との関連性などを多角的に考察・判断
する。考察した過程や結果について、適切に文章で表現できるようにする。 

c 資料活用の技能 諸資料の見方を習得し、有用な情報を選択・分析して活用することを通して、歴史的事象
を多角的に追究する方法を身につける。 

d 知識・理解 世界の歴史に関する基本的な事柄を政治、経済、社会、文化、宗教など様々な観点から取
り上げ、日本の歴史と関連させ多角的に理解し、その知識を身につけられるようにする。 

  
 
学
期 

内容のまとまり 
時
数 

単元（題材） 学習内容 
評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ 

一
学
期

12
週 

 

 

 

 

 

 

 

一体化の進展と 

世界の再編 

 

 

 12 

 

 

資本主義の発

展と帝国主義 

・ウィーン体制の崩壊
過程、資本主義社会の 

展開とその矛盾につい
て考える。 
・ドイツ、イタリアの 

統一の流れとその意義
を考察する。 
・アメリカの諸産業や

国力の躍進、南北戦争 
後について理解する。 

 
 

 
 
○ 

 
 

 
 
○ 

 
 

 
 
○ 

 
 

 
 
◎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
ａ:課題意識を高め、学習
に意欲的に取組んでいる。 
 
ｂ:課題に対し、多面的・
多角的な考察をしている。 
 
ｃ:資料を適切に選択・活
用するとともに、その過程
や結果を表現している。 
 
ｄ: 歴史的な考察方法を理
解し、必要な知識を身に付
けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業観察 

提出課題 

定期試験 

 

 

12 

 

アジア諸地域

の変革運動 

・日本を含む列強の植

民地分割とアジア・ア

フリカの情勢について

理解する。              

・交通・通信の発達に

よる世界の一体化、移

民他の人口移動の発生

を考察する。            

 
 
 

 
○ 

 
 
 

 
○ 

 
 
 

 
○ 

 
 
 

 
◎ 

 

 

12 

 

 

世界戦争 

の時代 

・１次大戦の経緯を詳

細に考え、途中で起き

たロシア革命や日本や

アメリカの参戦につい

て理解する。 

・戦後のアメリカ躍進

と世界恐慌後の独伊の

ファシズム台頭、アジ 

ア・アフリカ諸国の動

きについて理解する。 

 

 
 
 

 
○ 

 

 
 
 

 
○ 

 

 
 
 

 
○ 

 

 
 
 

 
◎ 

（参考様式） 



 
 
 
 

 
 
 

 
 
二

学
期
14

週 

 

一体化の進展と 

世界の再編 

 

21 

世界戦争 

の時代 

・第２次大戦の経緯を

詳細に考え、並行して

日中戦争や太平洋戦争

の原因、結果について 

詳しく理解する。 

 
 
○ 

 
 
○ 

 
 
○ 

 
 
◎ 

 

 

ａ:課題意識を高め、学習

に意欲的に取組んでいる。 

 

ｂ:課題に対し、多面的・

多角的な考察をしている。 

 

ｃ:資料を適切に選択・活

用するとともに、その過程

や結果を表現している。 

 

ｄ: 歴史的な考察方法を理

解し、必要な知識を身に付

けている。 

 

 

 

 

 

授業観察 

提出課題 

定期試験 

 

 
  
 
 
 
 
 
地球世界の成立 
 

 

 

 

 

21 

 

 

 

国民国家体制

と東西の対立 

・戦後の冷戦構造、東 

西両陣営やアジア・ア
フリカ諸国の独立の様
子について理解する。                  

・西欧のＥＵ成立まで
の動きを理解し、社会
主義政権崩壊後の東欧

の動きと役割を知る。 
・中国・東南アジア諸
国やＢＲＩＣｓの躍進

とイスラム諸国の関す
る紛争、事件について
アメリカの役割や経緯 

を含め考える。 
・受験演習を行う。 

 

 
 
 

 
 
 

○ 

 

 
 
 

 
 
 

○ 

 

 
 
 

 
 
 

○ 

 

 
 
 

 
 
 

◎ 

 

三
学
期

9 
週 

 

 

 

 

 

地球世界の成立 

 

 

 

14 

 

 
 
経済のグロー 
バル化と新た 
な地域秩序 

・最新の世界情勢につ

いて、歴史的な背景を
考察しつつ考える。 

 

 
 
 

○ 

 

 
 
 

○ 

 

 
 
 

○ 

 

 
 
 

◎ 

ａ:課題意識を高め、学習

に意欲的に取組んでいる。 

 

ｂ:課題に対し、多面的・

多角的な考察をしている。 

 

ｃ:資料を適切に選択・活

用するとともに、その過程

や結果を表現している。 

 

ｄ: 歴史的な考察方法を理

解し、必要な知識を身に付

けている。 

 

 

 

 

 

授業観察 

提出課題 

定期試験 

 

 

13 

 

 

 

21世紀を生き

る－地球的課

題の時代 

・世界の情勢変化の中

での科学分野や日本の

役割について考える。 

・受験演習を行う。 

 
 
 

 
○ 

 
 
 

 
○ 

 
 
 

 
○ 

 
 
 

 
◎ 

合計時数(50分授業） 105  

 


